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I 技術審査委員会 

「山形広域環境事務組合（以下、「組合」という。）は、事業者選定にあたり、専門的意見に基

づき公平かつ客観的な審査を実施するため、エネルギー回収施設建設及び運営事業技術審査

委員会（以下、「技術審査委員会」という。）を設置した。技術審査委員会を構成する委員は学

識経験者等から選出された次の 5 名である。 

 

エネルギー回収施設建設及び運営事業技術審査委員会委員 

委員名 所属 

委 員 長 多賀谷 英 幸 山形大学大学院 理工学研究科 教授 

副委員長 葛 西 栄 輝 東北大学大学院 環境科学研究科 教授 

委 員 三 浦 秀 一 東北芸術工科大学 建築・環境デザイン学科 教授 

委 員 和泉田 保 一 山形大学 人文学部 法経政策学科 准教授  

委 員 栗 原 英 隆 公益社団法人 全国都市清掃会議 技術顧問 

 

 

II 審査方法 

審査方法の詳細については、落札者決定基準書に示すとおりであるが、本事業では入札参

加資格審査を実施した後、基礎審査として次の２項目を確認した。 

・ 提出書類の整合確認（提出書類について整合が図られていることを確認） 

・ 事業提案書の要求水準書確認（事業提案の内容が要求水準書を満たしていることを確認） 

その後、要求水準を達成するための具体的方法論及び要求水準を越える具体的提案内容を

評価し得点化する非価格要素審査、及び入札価格を得点化する価格審査を実施し、総合評価

方式により最高得点者を優秀提案者として選定した。このうち非価格要素審査の実施にあた

っては、事前に応募者との対話方式によるヒアリングを開催し、事業提案書の内容について

の理解を深めた。 

なお、審査にあたっては、応募者記号のみが記載された審査資料に基づき審査し、応募者

の匿名性を確保した。 
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III 技術審査委員会開催状況 

 技術審査委員会の開催状況、審査結果の公表状況等は、表－１に示すとおりである。 

 

表－１ 技術審査委員会の開催状況、審査結果の公表状況等 

日 程 内 容 

平成 26 年 12 月 1 日（月） 
第６回技術審査委員会（実施方針（案）、要求水準書（原

案）等の審議） 

平成 26 年 12 月 19 日（金） 実施方針及び要求水準書（案）等の公表 

平成 27 年 2 月 23 日（月） 
第７回技術審査委員会（入札説明書（案）、要求水準書

（案）、落札者決定基準書（案）等の審議） 

平成 27 年 3 月 23 日（月） 入札公告、入札説明書等の公表 

平成 27 年 5 月 18 日（月） 入札参加資格審査書類の受付期限 

平成 27 年 5 月 27 日（水） 入札参加資格審査結果の通知・応募者記号の交付 

平成 27 年 5 月 29 日（金） 

平成 27 年 6 月 4 日（木） 
建設地及び半郷清掃工場 施設見学の開催 

平成 27 年 7 月 9 日（木） 概要説明会の実施 

平成 27 年 9 月 11 日（金） 事業提案書の受付期限 

平成 27 年 10 月 14 日（水） 第８回技術審査委員会（基礎審査、事業提案内容等の確認） 

平成 27 年 11 月 11 日（水） 
第９回技術審査委員会（応募者ヒアリング） 

第 10回技術審査委員会（非価格要素審査、価格審査、総合評価）  

平成 27 年 11 月 27 日（金） 落札者決定 

平成 27 年 12 月 10 日（木） 落札者公表 
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IV 審査結果の概要 

１ 応募者 

対象となる応募者は表－２に示すとおり、２グループであった。 

 

表－２ 応募者一覧 

構 成 
応募者記号 

黄グループ 緑グループ 

代 表 企 業 株式会社神鋼環境ソリューション 三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社  

構 成 員 神鋼環境メンテナンス株式会社  

協 力 企 業 山形建設株式会社 

山形パナソニック株式会社 

松田建設株式会社 

株式会社本間利雄設計事務所 

株式会社山形ビルサービス 

東北電機鉄工株式会社山形支店 

東北ナノテック株式会社 

株式会社イベントプロデュースガッツ 

株式会社市村工務店 

羽陽建設株式会社 

株式会社本間組東北支店 

株式会社永井設計 

東北企業株式会社 

株式会社山形環境荒正 

 

 

２ 入札参加資格審査 

入札説明書で示した入札参加資格を応募者が満たしていることを表－３に示すとおり確認

した。なお、入札参加資格審査は組合事務局において実施した。 

 

表－３ 入札参加資格審査結果 

項 目 
応募者記号 

黄グループ 緑グループ 

(1)応募者の構成 合格 合格 

(2)応募者の参加資格要件 合格 合格 

 

 

 

ア 共通の参加資格要件 合格 合格 

イ 当該業務を行う者の参加資格要件 合格 合格 

 

 

① 本件施設のプラントの設計・建設並び

に建築物等の設計を行う者 
合格 合格 

② 本件施設の建築物等の建設を行う者 合格 合格 

 

 

③ 運営事業者から本件施設又は複合施 

設の運営維持管理業務を受託する者 
合格 合格 
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３ 基礎審査 

応募者から提出された事業提案書類に記載された内容が、落札者決定基準書に示す基礎審

査項目を満たしていることを審査した。その結果、表－４に示すとおり両応募者とも当該要

件を満たしていることを確認した。 

 

表－４ 基礎審査結果 

項 目 
応募者記号 

黄グループ 緑グループ 

提出書類の整合確認書（様式５－１） 

・様式５－１「提出書類の整合確認書」等により提出書類に

ついて整合が図られていることを確認 

合格 合格 

事業提案書の要求水準書確認書（様式５－３～５－

１１） 

・様式５－３「提案設計資料」様式５－４「要求水準に対す

る設計仕様書」及び様式５－５～５－１１「基礎審査に関

する提出書類」により、事業提案の内容が要求水準書を満

たしていることを確認 

合格 合格 

 

４ 非価格要素審査 

(1) 審査結果一覧 

非価格要素審査は要求水準を満たすことはもとより、応募者が提案する内容が一般廃棄

物処理業務の一環として適切かつ柔軟な対応が図られているかといった観点から、要求水

準を達成するための具体的方法及び要求水準を越える具体的提案内容を審査し得点化した。

具体的には、応募者から提出された非価格要素審査提案書をもとに「落札者決定基準」に

示す 29 の各項目について表－５に示す採点基準にしたがって各委員が A～E の５段階評

価を行い、その平均をとって両応募者の提案内容を得点化した（配点 60 点）。 

非価格要素審査結果は表－６に示すとおりである。 

 

表－５ 審査項目の採点基準及び得点化方法 

評価 採点基準 得点化方法 

Ａ 特に優れている （配点×  1 ） 

Ｂ ＡからＣの間 （配点×0.75） 

Ｃ 優れている （配点× 0.5） 

Ｄ ＣからＥの間 （配点×0.25） 

Ｅ 要求水準を満たす程度 （配点×  0 ） 
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表－６ 非価格要素審査結果一覧 

項   目 配点 
黄グループ 緑グループ 

(代表企業)(株)神鋼環境ソ

リューション 

(代表企業)三菱重工環境・

化学エンジニアリング(株) 

非価格要素審査 

 １．設計・建設に関する事項 

  （１）機械設備に関する事項（23点） 

 
 

 

ア プラントの技術水準 
① プラントシステムの技術水準 5 4.25 3.00 

 ② ごみ質及びごみ量の変動に対するプラントの適性 5 3.25 3.50 

   イ 機器配置計画 ① 機能性、メンテナンス性、安全性に配慮した処理棟の配置・動線計画  4 2.80 2.60 

   ウ 非常時対応 ① 非常時の安全性 4 3.00 3.00 
 

  
エ 地球温暖化対策 

・エネルギー有効利用 

① 地球温暖化対策・エネルギー有効利用 

5 3.50 3.25  ② 売電収入向上に向けた提案 

 ③ 余熱利用の安定性の確保 

  （２）土木・建築に関する事項（22点） 

   ア 全体配置計画 ① 安全性、利便性に考慮した配置・動線計画 6 4.20 4.50 

   イ 建築各種計画 ① 意匠・構造・仕上げ・外構・設備等各種計画 4 2.60 2.40 

 
  ウ 見学・学習機能計画 

① 見学者の安全性、利便性に配慮した見学ルートの形成 3 1.95 1.95 

 ② 展示・学習内容の充実 3 1.95 1.95 

   エ 周辺環境や地元住民への 

配慮 

① 景観への配慮 4 2.60 2.60 

   ② 付帯施設計画 2 1.40 1.50 
  （３） 機械設備及び土木・建築に共通の事項（5点） 

   ア 工事施工中の対応 ① 工事中の対応 3 2.10 2.25 

   イ 省エネルギーへの対応 ① 省エネルギーへの対応 2 1.20 1.20 

 ２．運営・維持管理に関する事項 

  （１） 運転管理（18点） 

   ア 運転管理体制 ① 運転管理体制 3 2.70 1.95 

 
  イ 受入･受付･搬入物管理 

① 受入受付方法 3 1.95 2.10 

 ② 搬入物管理 3 2.25 2.10 

   ウ 運転計画 ① 運転計画 3 2.25 1.95 

   エ 緊急時対応 ① 緊急時の対応 3 2.10 1.65 

   オ 溶融スラグの有効利用 ① 副生成物 3 2.70 2.25 
  （２） 維持管理・補修計画（6点） 

   ア 維持管理･補修計画(プラント部分) ① 維持管理・補修計画(プラント部分) 4 2.60 2.60 

   イ 維持管理･補修計画(プラント以外) ① 維持管理・補修計画(プラント以外) 2 1.10 1.20 
  （３） 測定管理（4点） 

   ア 公害防止の対応 ① 測定項目・測定頻度、基準値超過時の対策 4 3.00 3.00 
  （４） その他関連業務等（2点） 

   ア 運営期間終了後の計画 ① 運営期間終了後の計画 2 1.50 1.40 

 ３．事業計画に関する事項 

  （１）全体計画（4点） 

   ア 事業実施体制 ① 事業実施体制 4 3.00 2.60 
  （２）リスク管理（6点） 

   ア 財務の健全性 ① 財務の健全性 3 2.10 1.65 

   イ 想定されるリスクと対応策 ① 的確なリスク把握とその対応 3 1.80 1.95 
  （３）地域貢献（10点） 

   ア 地元企業への発注 ① 地元企業への発注 4 3.00 2.60 

   イ 運営･維持管理業務時における地元採用等  ① 地元採用 4 3.20 2.00 
   

ウ 地域への貢献･組合との連携 
① 地域への貢献 

2 1.20 1.30 
   ② 組合との連携 

 非価格要素審査項目点の合計値 100 71.25 66.00 

 非価格要素点 ［（60点×（非価格要素審査項目点の合計値／100）］ 60 42.75 39.60 

注）得点は小数点第 3 桁を四捨五入して、小数点 2 桁まで算出 
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(2) 非価格要素審査の講評 

非価格要素審査の講評は表－７に示すとおりである。 

 

表－７ 非価格要素審査の講評（１／５） 

審査項目 講  評 

１．設計・建設に関する事項 

 

（１）機械設備に関する事項 

 

ア  プラント

の技術水準 

① プラント

システムの

技術水準 

・両グループ共に納入施設における過去のトラブルを踏まえた技術改善等の実績

に基づき、確実性及び耐久性があり、安定して使用できるプラントシステム

（受入供給設備～計装設備）について、具体的かつ優れた提案がなされてい

た。 

・両グループ共にプラントの点検及び補修が容易であり、トラブル発生時におい

ても迅速に復旧できるプラントシステム（受入供給設備～計装設備）につい

て、優れた提案がなされていたが、黄グループは豊富な稼働実績に基づいて計

画している点を特に高く評価した。 

② ごみ質及

びごみ量の

変動に対す

るプラント

の適性 

・両グループ共にごみ質及びごみ量の変動（非常時含む）に対する設備の適性

（低負荷及び高負荷特性）を考慮した優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に用役使用量の最小化について、実績に基づいた優れた提案がな

されていたが、緑グループは最小化を図るための手法を具体的に明示した点を

高く評価した。 

イ  機器配置

計画 

① 機能性、

メンテナン

ス性、安全

性に配慮し

た処理棟の

配置・動線

計画 

・両グループ共にプラント機器の更新を考慮し、搬入・搬出が容易にできる配

置・動線計画について、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共にメンテナンスの空間（クレーン上部、各炉間、炉と建築隙間、

各機器周り、各機器上部）が確保された配置・動線計画について、優れた提案

がなされていたが、黄グループはメンテナンス空間を具体的に明示した点を高

く評価した。 

・両グループ共に中央制御室、電気関係諸室は、機器のリプレイス時へ配慮した

空間が確保された優れた提案がなされていた。 

ウ 非常時対応 

① 非常時の

安全性 

・両グループ共に電気事業者からの電力供給が断たれた場合にも、ごみ処理を自

立再開可能とするための負荷機器リスト及び容量設定が適切である優れた提案

がなされていた。 

・両グループ共に非常時においても、人身事故や機能障害を防止するための機能

を有したプラントシステムについて、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共にヒューマンエラーによる一次災害、二次災害を防止する機能や

システムの構築に関して優れた提案が実績に基づきなされていた。 

エ 地球温暖

化対策・エ

ネルギー有

効利用 

① 地球温暖

化対策・エ

ネルギー有

効利用 

・両グループ共に焼却廃熱を利用した発電により、本施設内の消費電力を賄った

うえで売電できる電力量が多い提案がなされていたが、黄グループは、発電量

を多くするための積極的な工夫を行っている点を高く評価した。 

② 売電収入

向上に向け

た提案 

・両グループ共に組合に帰属する売電収入の向上に向けた単価、売却先について

の提案がなされていた。 

③ 余熱利用

の安定性の

確保 

・両グループ共に橋梁部及び市道前川ダム東線のロードヒーティング設備等(市道

前川ダム東線は放熱管除く)の不具合への対応等について具体的な提案がなされ

ていた。 
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表－７ 非価格要素審査の講評（２／５） 

審査項目 講  評 

 （２）土木・建築に関する事項 
 ア 全体配置

計画 

① 安全性、

利便性に考

慮した配

置・動線計

画 

・両グループ共に処理棟の内部設計計画が合理的で安全な配置・動線計画となっ

た提案がなされていた。 

・両グループ共に各施設の配置計画が合理的かつ効率的な配置計画であり、安全

性・利便性に優れた動線計画となった提案がなされていた。 

・両グループ共に搬入出車両の計量時、出入口等での渋滞を考慮した優れた配

置・動線計画の提案がなされていたが、緑グループは直接搬入者の安全性を考

慮した動線計画の提案がなされている点を高く評価した。 

・両グループ共に施設内、敷地内それぞれにおいて見学者、職員等の安全な歩行

動線を確保した利便性の高い配置・動線計画の提案がなされていた。 

・両グループ共に積雪地帯であることを考慮し、事業実施区域内の除雪、ロードヒ

ーティンクﾞ等積雪・凍結対策を踏まえた配置・動線計画について、実績に基づい

た優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に付帯施設の施設配置・動線計画が合理的で安全な提案がなされ

ていた。 

・両グループ共に洗車場やスラグストックヤード等の配置がごみ収集車両等の構

内道路の通行の妨げとならない提案がなされていた。 

・両グループ共に処理棟（煙突を含む）の配置は近隣建物のある市道前川ダム東

線側及びＪＲ奥羽本線から離隔距離の確保された提案がなされていた。 

 イ 建築各種

計画 

① 意匠・構

造・仕上

げ・外構・

設備等各種

計画 

・両グループ共に積雪・凍結等の地域特性を踏まえた意匠・構造・仕上げ・外

構・設備等の各種計画について、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に各機器の特性に応じた基礎構造となっており、地震時における

安全性の高い構造計画（免震、制震等）について、優れた提案がなされてい

た。 

・両グループ共にメンテナンスの容易性かつ耐久性に優れた屋根、外壁、内装等

の仕上げについて、優れた提案がなされていたが、黄グループは耐候性やメン

テナンス性を考慮した提案がなされている点を高く評価した。 

・両グループ共に経済的で効果的な設備計画について維持管理、更新性など工夫

された優れた提案がなされていた。 

・両グループ共にプラント使用環境下にあることを踏まえたプラント設置室内の

仕様の計画について優れた提案がなされていた。 

ウ 見学・学

習機能計画 

① 見学者の

安全性、利

便性に配慮

した見学ル

ートの形成 

・両グループ共に様々な見学者の利用に配慮したバリアフリー性能、安全性、利

便性の高い見学ルートの仕様の提案がなされていた。 

・両グループ共に緊急時の避難経路が分かりやすいなど避難計画に優れた計画が

なされていた。 

② 展示・学

習内容の充

実 

・両グループ共に炉室内の様子がわかりやすい、動いているものが見られる、実

物が見られる等、展示内容や形態が具体的であり、迫力のある魅力的かつ経済

的な優れた見学ルートと見学内容の提案がなされていた。 

・両グループ共に実物、模型、映像等を用いた展示・解説のコンテンツの充実と

継続性、更新性に優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に立谷川リサイクルセンター、上野最終処分場、先行施設との相

互通信による啓発・環境学習機能の内容について、具体的であり優れた提案が

なされていた。 

・両グループ共に水場環境創出場とその周辺緑地を併せた環境学習について、緑

地の整備内容や水場環境創出場の活用方法、学習のねらい、付帯施設からの見

学者の案内板等による誘導策や動線計画等の具体的提案がなされていた。 

エ 周辺環境

や地元住民

への配慮 

① 景観への

配慮 

・両グループ共に圧迫感の少ない施設形状、材料、色彩の採用等を工夫し、複数

の施設や外構施設との意匠面における一体性、鉄道利用者の目線への配慮など

から、周辺地域と調和した優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に遠景、近景、昼間、夜間等の複数の視点からの景観について優れた

提案がなされていた。 

・両グループ共に施設配置や敷地内の植栽配置による既存景観との連続性や関連

性に配慮した優れた提案がなされていた。 

  ② 付帯施設

計画 

・両グループ共に地域への貢献を目的とした遊具や四阿、余熱活用設備等の仕様

や利用方法について具体的な提案がなされていたが、緑グループは多様な付帯

施設を計画している点を高く評価した。 

・両グループ共に安全性や防犯体制、余熱活用設備の衛生管理について優れた提

案がなされていた。 
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表－７ 非価格要素審査の講評（３／５） 

審査項目 講  評 

 

（３） 機械設備及び土木・建築に共通の事項 
 ア 工事施工中

の対応 

① 工事中の対

応 

・両グループ共に施設整備の工程内容が、事業スケジュールを踏まえ適切であっ

た。 

・両グループ共に安心、安全に工事ができる施工計画の提案がなされていた。 

・両グループ共に積雪地帯であることを考慮した施工体制・施工計画がなされて

いた。 

・両グループ共に周辺への振動、騒音、粉じん、濁水等の抑制、防止対策につい

て優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に JR奥羽本線に近接して行う工事について安全面等に優れた提案

がなされていたが、緑グループは JR奥羽本線に近接して行う工事についての安

全対策を具体的に明示した点を高く評価した。 

イ  省エネル

ギーへの対

応 

① 省エネル

ギーへの対

応 

・両グループ共に省エネルギーに寄与する機器の採用等の考え方及び想定される

効果について優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に省資源に関する低環境負荷材料（自然エネルギー）の使用の考

え方（使用品目、量等）について優れた提案がなされていた。 

２．運営・維持管理に関する事項 

 （１） 運転管理 
 ア 運転管理

体制 

① 運転管理

体制 

・両グループ共に同種施設の運転実績や資格を有する専門技術者の配置を考慮し

た、優れた運転管理体制の提案がなされていた。 

・両グループ共に役割分担や１班あたりの運転人員数が適切である優れた運転管

理体制の提案がなされていたが、黄グループは効果的な人員配置と配置人員の

役割を具体的に明示した点を高く評価した。 

・両グループ共に優れた人材育成方法の提案がなされていた。 

イ 受入・受

付・搬入物

管理 

① 受入受付

方法 

・両グループ共に複合施設において直接ごみを搬入する一般者への分かりやすい

誘導方法について、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に複合施設において周辺交通や搬入出に支障をきたさないような

効率的で円滑な受付業務の対応・対策について、優れた提案がなされていた

が、緑グループは受付業務の効率化や混雑時の対応について、より具体的な提

案がなされている点を高く評価した。 

② 搬入物管 

 理 

・両グループ共に具体的な処理不適物の混入防止対策について、優れた提案がな

されていた。 

・両グループ共に具体的な展開検査の頻度や方法について、優れた提案がなされ

ていたが、黄グループは高い展開検査率の提案を行っている点を高く評価し

た。 

ウ 運転計画 ① 運転計画 ・両グループ共に安定性の担保された優れた運転計画（２炉稼働日数、全炉停止

期間等）の提案がなされていた。 

・両グループ共に用役使用量が最小化となる優れた運転計画の提案がなされてい

た。 

・両グループ共に本件施設を稼働するために必要な燃料、用水及び薬剤等を常に

最大日使用量の 3日分以上貯留するための、優れた提案がなされていたが、黄

グループは要求水準を大きく上回る薬剤や燃料の貯留量を設定している点を高

く評価した。 

エ 緊急時対

応 

① 緊急時の

対応 

・両グループ共に災害時（水害、地震、火災、停電、故障、その他緊急事態で

各々の事象毎別に）の管理体制、連絡体制、運転体制及び運転方法が十分であ

る優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に災害発生後に、復旧を最短でするための優れた提案がなされて

いたが、黄グループは復旧対策について、より具体的な提案がなされている点

を高く評価した。 

・両グループ共に見学者、付帯施設利用者及び作業員等が施設内で 1日程度滞在

できるための防災備蓄倉庫の計画及び維持管理方法について、優れた提案がな

されていたが、黄グループは要求水準を大きく上回る防災備蓄品を設定してい

る点を高く評価した。 

オ 溶融スラ

グの有効利

用 

① 副生成物 ・両グループ共に溶融スラグの利用用途や利用用途先について、実績に基づき具

体的な提案がなされていた。 

・両グループ共に溶融スラグの利用用途先の引取等が運営・維持管理期間を通じ

て確実となる提案がなされていたが、黄グループはスラグ利用に向けたバック

アップ体制やスラグの品質管理について、具体的な提案がなされている点を高

く評価した。 
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表－７ 非価格要素審査の講評（４／５） 

審査項目 講  評 

 （２） 維持管理・補修計画 
 ア 維持管理・

補修計画(プ

ラント部分) 

① 維持管

理・補修計

画(プラント

部分) 

・両グループ共に本件施設を 30年間使用することを前提とした、20年間にわたる

効率的な維持管理を行うための優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に事業の継続性を保つための維持管理計画（使用機器及び部材の

耐用年数との整合性を含む）について、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に予備品確保の計画について、優れた提案がなされていた。 

イ 維持管理・

補修計画(プ

ラント以外) 

① 維持管

理・補修計

画(プラント

以外) 

・両グループ共に複合施設を 30年間使用することを前提とした、20年間にわたる

効率的な維持管理を行うための優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に建築物（仕上げ、構造体）、建築機械及び建築電気設備の保全に

関する計画が適切である優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に啓発・環境学習設備の保全及び更新に関する計画が適切である

優れた提案がなされていたが、緑グループは啓発・環境学習設備を陳腐化させ

ないことや地域を交えた管理を行う等の具体的な提案を行っている点を高く評

価した。 

（３） 測定管理 
 ア 公害防止の

対応 

① 測定項

目・測定頻

度、基準値

超過時の対

策 

・両グループ共に公害防止基準値を確実に遵守するための排ガス、排水、振動、

悪臭等の環境管理（測定項目、頻度、箇所等）について、優れた提案がなされ

ていた。 

・両グループ共に排ガス中の有害物質の濃度が、要監視基準値、停止基準値を超

えたときの対策等について、優れた提案がなされていた。 

（４） その他関連業務等 
 ア 運営期間

終了後の計

画 

① 運営期間

終了後の計

画 

・両グループ共に運営期間終了後の効率的な維持管理計画（補修費、用役費、人

件費）の優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に運営期間終了後の具体的な引継ぎ方法について優れた提案がな

されていたが、黄グループは引継ぎスケジュールについて、より具体的な提案

がなされている点を高く評価した。 

・両グループ共にノウハウ継承方法の優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に運営業務の引継ぎ時及び引継ぎ後のサポート体制について優れ

た提案がなされていた。 

３．事業計画に関する事項 

 

（１）全体計画 
 ア  事業実施

体制 

① 事業実施

体制 

・両グループ共に応募者を構成する各企業の役割分担（業務内容等）と責任分担

について具体的かつ適切な提案がなされていた。 

・両グループ共に設計・建設・運営の各段階における実施体制について具体的か

つ適切な提案がなされていた。 

・両グループ共に設計・建設・運営の各段階におけるバックアップ体制について

具体的かつ適切な提案がなされていた。 

・両グループ共に設計・建設・運営の各段階で要求水準書等の内容を遵守してい

るかを、応募者自らが確認（セルフモニタリング）し、組合がチェックできる

体制及び手法について具体的かつ適切な提案がなされていたが、黄グループは

モニタリング内容や実施主体について、より具体的な提案がなされている点を

高く評価した。 

（２）リスク管理 
 ア  財務の健

全性 

① 財務の健

全性 

・両グループ共にＳＰＣの長期収支の安定化方策について、優れた提案がなされ

ていた。 

・両グループ共に代表企業及び構成員による SPCへの出資額及び出資比率のバラ

ンスについて、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に財務の健全性確保のため、不測の事態が生じた場合の資金確保

方策について、優れた提案がなされていたが、黄グループは具体的な資金確保

の方策を提案している点を高く評価した。 

 イ  想定され

るリスクと

対応策 

① 的確なリ

スク把握と

その対応 

・両グループ共に本事業に関して組織体制や施設面におけるリスクの認識と対応

策について、優れた提案がなされていたが、緑グループは本事業特有のリスク

と対策について、より具体的な提案がなされている点を高く評価した。 

・両グループ共に事故の防止と発生時対応、各種保険の活用（保険種目、契約

者、被保険者、保険金額、適用範囲等の特記事項）について、優れた提案がな

されていた。 
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表－７ 非価格要素審査の講評（５／５） 

審査項目 講  評 

 （３）地域貢献 
 ア  地元企業

への発注 

① 地元企業

への発注 

・両グループ共に設計・建設業務での各工事（機械設備工事、土木建築工事）で

の下請工事、資材調達等において、積極的に組合圏域内の企業を活用すること

で、組合圏域内の発注金額、発注内容及び企業数等について具体的な優れた提

案がなされていた。 

・両グループ共に運営・維持管理業務での用役調達等（従業員の調達を除く。）に

おいて、積極的に組合圏域内の企業を活用することで、組合圏域内の発注金

額、発注内容及び企業数等について具体的な優れた提案がなされていたが、黄

グループは組合圏域内企業を積極的に活用している点を高く評価した。 

・両グループ共に事業期間を通じて、組合圏域内の企業との協力、連携体制に対

し、優れた提案がなされていた。 

・両グループ共に事業期間を通じて、組合圏域内の企業への発注が確実に行われ

ていることを組合が確認するための仕組みについて、優れた提案がなされてい

た。 

 イ 運営・維持

管理業務時

における地

元採用等 

① 地元採用 ・両グループ共に組合圏域内在住者に対する就労の考え方について、具体的で、

優れた提案がなされていたが、黄グループは組合圏域内在住者を積極的に活用

している点を特に高く評価した。 

・両グループ共に組合圏域内在住者の就労が確実に行われていることを組合が確

認するための仕組みについて、優れた提案がなされていた。 

 ウ  地域への

貢献・組合と

の連携 

① 地域への

貢献 

・両グループ共に地域に開かれた施設について配慮した点が具体的に提案されて

いた。 

・両グループ共に周辺住民との信頼関係の確立に対するコンセプトが具体的に提

案されていたが、緑グループは周辺住民との信頼関係の確立に対する方策につ

いて、より具体的な提案がなされている点を高く評価した。 

 ② 組合との

連携 

・両グループ共に設計建設業務、運営・維持管理業務において組合が行う情報公

開等への協力が具体的に提案されていた。 

・両グループ共にその他、組合との連携において配慮した提案がなされていた。 
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５ 価格審査 

価格審査結果は表－８ に示すとおりである。価格審査は、「落札者決定基準」に基づき、

入札価格について得点化を行った。（配点 40 点） 

 

表－８ 価格審査結果一覧 

項 目 
応募者記号 

黄グループ 緑グループ 

入札価格  17,500,000,000円 19,836,000,000円 

内

訳 

(設計・建設業務費) （9,121,548,000円） （10,198,000,000円） 

(運営業務委託費) （8,378,452,000円）  （9,638,000,000円） 

価格点 40.00点 35.29点 

注）価格審査点＝40 点×（最低入札価格／入札価格） 

得点は小数点第 3 桁を四捨五入して、小数点 2 桁まで算出 

入札価格は消費税及び地方消費税を含まない 

予定価格は、22,659,000,000 円（消費税及び地方消費税を含まない） 

 

６ 総合評価点の算出及び優秀提案者の選定 

「落札者決定基準」に従って表－９に示すとおり両応募者の総合評価点を求め、より高い総

合評価点を得た応募者記号：黄グループ（代表企業：株式会社神鋼環境ソリューション）を

優秀提案者として選定した。 

 

表－９ 総合評価点の算出結果 

項目 
応募者記号 

黄グループ 緑グループ 

非価格要素点（配点 60点） 42.75点 39.60点 

価 格 点（配点 40点） 40.00点 35.29点 

総合評価点（配点100点） 82.75点 74.89点 

注）総合評価点＝非価格要素点＋価格点 
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V 総評 

本事業では２グループから応募を受け、いずれの提案も本事業の事業目的を理解し要求水

準を上回るものであるとともに、技術・運営面及び価格面双方において民間事業者の創意工

夫やノウハウが盛り込まれた高いレベルでの提案であった。 

技術審査委員会は、厳正なる審査の結果、応募者黄グループ（代表企業：株式会社神鋼環

境ソリューション、以下「黄グループ」という。）をエネルギー回収施設（川口）の建設及び

運営事業において、山形広域環境事務組合（以下、「組合」）という。）の期待に応えることが

できる優秀提案者として選定した。 

優秀提案者の提案では、全体的に提案内容が具体的であり、本事業に対する取組み姿勢に

対しても優れた評価であった。特に豊富な稼働実績に基づく安定性の高いプラントシステム

や、施設運営・教育訓練・付帯施設の管理など行き届いた運転管理体制が提案された点を高

く評価した。 

今後、組合と黄グループが良好なパートナーシップを構築し、公共事業の一環として事業

目的及び基本方針に沿った安心・安全で循環型社会形成に寄与したごみ処理を実施すること

を期待する。そのため、黄グループに対しては、今回、事業を実施して行く際には、公共サー

ビスの更なる向上のため、次の点に留意することを望むものである。あわせて、技術審査委

員会は組合が、これらを配慮事項として事業に反映させることを望み、黄グループに明確に

伝えるとともに、双方が誠実な協議を重ねることにより、本事業がより良いものになってい

くことを期待する。 

① 本事業は長期間にわたるため、組合をはじめ地域住民との信頼関係が重要であり、周

辺環境の保全にも努めながら誠意をもって事業の推進に努めること。 

② 事業期間を通して、提案にある高効率発電の継続的な実施やロードヒーティング設備

等による余熱利用の安定性の確保に努めるとともに、寒冷地対策（壁やガラス及び屋根

構造、空調、積雪・凍結対策などの総合的な対策）に一層配慮をすること。 

③ 人員配置、従業員の処遇、地域貢献など、運営管理には一層の配慮をすること。 

④ 見学・学習機能の展示内容に組合圏域や山形県内で実施している環境活動を取り上げ

る等、環境に対する意識を十分に高めることのできる施設整備や運営・維持管理に努め

ること。 

⑤ エネルギー回収施設（立谷川）建設及び運営事業者と連携・協力しながら、共に切磋

琢磨し、安定した運転管理や信頼性の向上に努めること。 

⑥ 地域との融和を図り、施設本体及び遊具施設の設置において県産材や間伐材の利用な

ど景観との調和を考慮し、地域に開かれた施設となるよう配慮すること。 

⑦ リスクマネジメントを有効に機能させ、事故を未然に防止する運転管理に努めること。 

 

平成 27 年 12 月 

エネルギー回収施設建設及び運営事業技術審査委員会 

委員長 多賀谷 英幸 


